
７ 席順 

 会議や懇親会など様々な場で、自分がどこに座ればいいか迷うことがある。自分の座る

べき位置を見つけるには、その場での「自分の立場」―ホスト役かゲスト役か等―を弁え

ておくことが大切である。 

周囲の人がどのような立場で参加しているのかを考慮し、長幼の序という隠された序列

にも配慮することを考えておこう。 

 席順の一般的な原則は 4つある。 

まず、入り口から遠い位置ほど上席。 

二つめは、和席の場合は床の間の前が上席となる。 

三つめに、庭（外）が見える側が上席。 

四つめは、左（向かって右）が上席である。左は“火足る”を語源とする陽を示し、右

は“水極”を語源とする陰を示すところから、左を上席とするとの解釈からきている。 

  

なお、車での席順、列車の座席、エレベーターの立ち位置については、次の通り。 

 

〔営業用・雇われ運転手の場合〕         〔所有者が運転する場合〕 

  運転手   ①                  オーナードライバー    ② 

  ←         ③               ←                 ④ 

   ④     ②                    ①             ③ 

 

〔列車の座席〕                 〔エレベーター内〕 

   通   ④ ②     ↑         ①   ②          ① 

              窓 ↑         ④   ③        ③   ② 

   路   ③ ①     ↑         ボタン          ⑤   ④ 

                                        ボタン 

 


